
魚沼市有機センターでは、地元の家畜排せつ物（牛・豚）

エノキ菌床・おから等食品残さ・もみ殻などを原料とした

優良な有機堆肥の生産を行っています。

SDGs(持続可能な開発目標)における有機堆肥の役割

資源循環による持続可能な農業

地域環境の改善

CO2 の削減と再生エネルギーの効率化

<有機堆肥の原料：R6年参考>

畜ふん（牛・豚）約56%、エノキ菌床 約27%、

おから等 約1％、もみ殻 約13％、タラの芽廃木 約2％

＜肥料成分 堆肥１ﾄﾝ当たり生重量／Ｒ7年 1月検査結果＞

窒 素 11.2ｋｇ程度 ／ リン酸 18.4ｋｇ程度 ／ カ リ 15ｋｇ程度 ／ 石 灰 18.1ｋｇ程度

①バラ 5,250円/トン ② フレコン 2,650円/袋(約 400㎏)

③小袋 420円/袋(15㎏) ※小袋は JA営農センターで販売

圃場までの配達はバラ 1 ﾄﾝ以上のご注文から承ります （配達手数料 100円/ﾄﾝ）

（10 ｱｰﾙ当たり）

①畑地 2,000円 ②水田 2,500円
堆肥散布機（マニアスプレッダ）にて散布を行います。土壌の状態により走行跡がつきます。

※以下の場合はご希望に添えない場合がありますので、ご了承ください
① 散布する畑地(1区画)、又は水田(1枚)の面積が10 ｱｰﾙ以下の場合

② 2t ﾄﾗｯｸ（長さ 6.2m、幅 2.2m）の進入や堆肥を降ろすことが困難な場合

③ フレコンバッグ単体の配達

堆肥散布を一緒に行う場合は配達します（配達手数料 100円/袋）

最寄りのＪＡ営農センターでお申し込みください。 お支払いは、ＪＡの営農口座から翌月に振替いたし

ます。 営農口座をお持ちでない方は、市の納付書を郵送しますので、納付書に記載されている最寄り

の金融機関、魚沼市役所本庁舎等で納めてください。

お 問 い 合 わ せ 先 ： 魚沼市有機センター ☎ 794-6688 fax:７９４-６６８９ （吉水 2184）

ＪＡ魚沼 生産資材課 ☎ 798-2002 fax:794-5321 （田戸 240-3）

注 文 先 ： 営農センターの電話番号は、次のとおりです。

北魚沼基幹営農センター
（あぐりセンター） ☎ 792-2101 （井口新田645-13）

北魚沼西部営農センター ☎ 794-5530 （吉水 329-1）

北魚沼北部営農センター ☎ 797-2231 （須原 1418-1）
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